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＜連絡事項＞
・10/16より厨房で使用している「スチームコンベクションオーブン」の不調により、一部献立内容の変更あり。
　・10/23（火）昼食　赤魚のみりん焼き→赤魚の唐揚げ

　・10/25（木）昼食　セレクトA　ぶりのみそ焼き→すき焼き風煮

　　　　　　　　　　 セレクトB　鶏の唐揚げ→アジの南蛮漬け
　　　　　　　 夕食　セレクトA　すき焼き風煮→ぶりのみそ焼き

　　　　　　　　　　 セレクトB　アジの南蛮漬け→鶏の唐揚げ

　　（10/25については、主菜のみ昼と夕の交換となります。）

＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～一時的に発熱あり、肺炎疑いにて今夕からセフジトレン3T 3×ndEで2日分処方となる。



・夏坂　浩美様～レボフロキサシン飲み切り中止の指示となる。
・堤　ヨシヱ様～家族より面談希望あり。田名部Dr確認し、10/27 14:00から面談の予定となる。
・久喜　つき様～14:00自宅へ退院となる。初外来は11/8 11:00で予約済。

・木村　美智子様～盗食行為続いている為、今夕からハーフ食→粥・キザミへ変更となる。
・立桶　真樹子様～10/27の外出はキャンセル、来週以降は毎週火曜と金曜で歯科受診したいとのこと。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。自室内では独語あり。夜間は飲水要求多いが日中は過度な要求はなく、独語は続いているが大声ではない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施中。午前の開放観察時に女性スタッフに付きまとい行為やユニットドアより飛び出し行為あり。15分程で開放観察終了。その後ドア蹴り続く。昼食後より「おふろ。」と話しドア蹴りある。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。対面時は口調の強さ、易怒的暴言あり。服薬拒否無く、食事も概ね摂取。ほぼ自室臥床だが時折叫ぶ事があり。熱発なく、酸素飽和度の低下もない。嘔気・嘔吐等の消化器症状、呼吸苦などの呼吸器症状も聞かれず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～夜間の発熱はあるが日中は解熱している。臀部の瘻孔より血性排膿と水様便あり。疼痛は持続しており、肛門首位の臀部が硬結あり。
　　　　　　　　食事も自力にて全量摂取しており、引き続き身体状態の観察を行い臀部の清潔を保つよう努める。10/25　市民病院にて大腸内視鏡検査予定。
・夏坂　浩美様～夜間の発熱はあるが日中は解熱している。血圧低値だが酸素飽和度低下もなく身体的自訴聞かれず。食事も全量摂取される。引き続き身体状態の観察を行う。
・神田　直樹様～他者干渉、多弁にて経過。スタッフ介入に対して妄想的発言あり、落ち着かない様子あり。他者とのトラブルには至らず。今後も精神状態の観察を行っていく。
＜馬渡Dr診察情報＞
・泉山　紀子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・熊谷　樹里様～臨時薬同内容で7日分処方。

・千葉　隆夫様～臨時薬同内容で7日分処方。

・切無沢　クマ様～臨時薬同内容で7日分処方。

・立桶　真樹子様～リフレックス(15)　0.5T　1×vds追加となり、他同内容で7日分処方。

・吉田　周冶様～臨時薬同内容で7日分処方。
＜新入院患者様情報1＞
氏    名：向谷地　照夫様　

  生年月日：昭和19年2月5日　74歳

  病    名：アルツハイマー型認知症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Cユニット
  主治医  ：馬渡Dr

  入院形態：医療保護入院
　(経過）

　H30年上旬に免許証の返納後に自宅に引きこもる生活を 送っていた。H30年9月8日、娘様が自宅に訪問の際に痩せていて声が出せない、動けずに尿便失禁の状態であった。八戸市民病院受診、廃用性症候群で入院し肺炎治療なども行われていた。身体回復し、10月1日にはリハビリ目的で五戸総合病院（娘様宅近く）に転院となっている。尿便失禁や頻回のナースコール、夜間不眠などの状態であり、薬剤調整行うが状態変化なく転倒などもみられていた。認知症の専門治療が必要であることから12：30　東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜新入院患者様情報2＞
日　　時：10月23日　14:28

　氏    名：澤村　幸次郎様　（さわむら　こうじろう様）

  生年月日：昭和9年9月16日　84歳

  病    名：アルツハイマー型認知症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Dユニット18号室

  主治医  ：深澤Dr

  入院形態：医療保護入院

　(経過）

　H20年5月に頭痛を主訴に大里脳神経リハビリテーションクリニックを受診。ラクナ梗塞と脳萎縮など診断を受けているが、治療は中断している。H28年11月に物忘れで再受診し、アルツハイマー型認知症の診断でドネペジル内服開始している。その後徐々に認知症の症状は進んでいたが、H29年10月に通院は途絶えていた。

　H30年9月に娘様から車の運転を止めさせたいという内容で相談がある。もの盗られ妄想や易怒性が強く、何かにつけ警察を呼ぶぞと怒鳴ってしまう様子だった家族の車の運転に対する心配、それ以上に興奮などのBPSDに非常に困っている状況H30年10月23日東病棟Dユニットへ入院となる。

※LT　Bプラン、オムツなし
　布パンツは後日娘様持ってくる予定
※入院時財布持ってきている為、SGMの鍵のかかる引き出しにいれています。来院時返却お願いします。
※10/29（月）に日赤でダットスキャン施行予定。外出申請、入院証明書依頼済み。
※不穏時の頓服はレキソタン→リスペリドンの順で服用させるようにとのこと。
※認知症検査の為、ドネペジル服用中止中。
